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こうほう
博物館

◎町民会館ミニギャラリー
　12月　絵手紙ひかりの詩
　1月　水墨画クラブ

◎文化会館ロビー展
　12月　パンの花クラブ
　1月　華舟会

◎サビア展
　12月　華舟会　
　1月　写友会　

◎銚子商工信用組合展
　12月　俳句会
　1月　横芝写真クラブ ▲浅間神社の大椎
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あ
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、椎
の
木
が
切

ら
れ
る
こ
と
な
く
大
木
と
し
て
成

長
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

町
内
に
は
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の
ほ
か
に
も
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の
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に
大

椎
の
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が
あ
り
、里
山
で
も
大
き

く
育
っ
た
椎
の
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を
、あ
ち
こ
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で

見
る
こ
と
が
で
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る
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く
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き
た
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も
の
で
あ
る
。
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